
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 23 日、沖縄県の奥武山公園にて「沖縄を再び戦場にさせない県民の会」主催の「11.23

県民平和大集会」が開催され、1万人を超える参加者が結集しました。ＪＲ総連は単組代表と9条

連の仲間と共に参加してきました。 

集会で登壇した玉城デニー沖縄県知事は「子どもたちの未来が、戦争の未来であってはならない。

誰ひとり取り残さない優しい社会をつくりたいのであれば、私たちが求めている平和の思いを全国、

全世界で共有するために行動し、声を上げよう！」と力強く訴えました。また、自衛隊基地が配備

された島々の住民から、自衛隊配備後の島の現状と、沖縄が再び戦場となることへの不安を述べた

上で、対話による信頼構築が必要であると訴え、最後に「全国と全世界と団結して戦争を止める決

意を内外に発信する」との宣言を採択しました。 

また県民平和大集会後には「全国交流会」が開催され、ＪＲ総連も参加してきました。 

 

 

同日、全国各地でも沖縄の県民平和大集会と連帯する集会

が開催され、国会前で開催された集会には２千人が結集し、

ＪＲ総連は在京単組、9条連の仲間とともに参加しました。 

戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会の高

田共同代表は、「日本が再び海外で戦争をする準備をしてい

ることはとんでもない」と批判した上で、全世界の人々と手

を組んで戦争反対の声を上げていく必要があると訴えまし

た。また今集会に宮古島、石垣島、与那国島から参加した方

からは、「有事になれば基地のある島が狙われる」「戦争の準備は始まっている」と軍事要塞化が進

む実態が報告され、参加者に沖縄と一緒にたたかって欲しいと訴えました。 

最後に全体で「辺野古代執行を許さない！」「南西諸島の要塞化を許さない！」などのコールをお

こない、引き続き、沖縄と連帯し声を上げ、憲法９条を守るたたかいを進めていくことを確認しま

した。 

ＪＲ総連通信 
２０２３年１１月２４日 №１６９７ 
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